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柏市上下水道局 料金課

柏市公共下水道事業受益者負担条例の見直し

令和８年度 第２回柏市上下水道事業運営審議会【資料１】
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１ 第１回の振り返り

公共下水道が整備されることにより利益を受ける人と，未整備

地域の人との を図るために，その利益を受ける

地域のみなさまに， として，下水道建設事業費の一

部を御負担していただく制度となります。

負担の公平性

「受益者」

受益者負担金制度とは
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議論のポイント

・負担金と分担金の違いは，適用される範囲の法律が異なります。
⇒負担金：都市計画法，分担金：地方自治法

・分担金の徴収後に，供用開始区域となった場合の負担金の取扱いについて，
新たに負担金を賦課・徴収しない予定です。

・適用する分担金の単価は，既存の単価設定と同じ金額を適用する予定です。

・他市でも分担金賦課が可能な条例となっており，当市も同様に行う予定です。

１ 第１回の振り返り
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受益者負担金の賦課に関し，従来の方式（負担金）に加え，

「分担金」として賦課できるようにすることで，接続申請から賦

課までの期間短縮を図り，円滑な受益者負担金制度の運用を

図ることについて，ご審議いただくものです。

ご審議の内容（前回）

１ 第１回の振り返り
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２ 従来の賦課

利益を受ける人のパターン

対象者
（利益を受ける人）

支払義務

パターン①
（区域内）

・公共下水道の整備により，
供用開始の告示が行われた
事業計画区域内の方

・公共下水道への接続義務が生じ，
受益者負担金の支払い義務が発生
する。

パターン②
（区域外）

・供用開始区域との境界（事
業計画区域外）に位置し，公
共下水道の使用が認められ
た方

事業計画区域外の方が接続を希望
する場合，その方の申請により柏市
が承認し（※要件有り），公共下水道
への接続により，受益者負担金の支
払い義務が発生する。
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参考：事業計画区域外からの接続

事業計画区域内

パターン②：事業計画区域外

イメージ図

全体計画区域内

事業計画区域外

※緑枠：全体計画，灰色：事業計画区域内，白色：事業計画区域外

整備済みの
下水道

２ 従来の賦課
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パターン①：事業計画区域内

下水道整備
開始

下水道整備
完了

供用開始
負担金

賦課・徴収

1年～1年半で賦課・徴収

改正無し

通常の流れ（全体の約９割以上）

関係機関と
調整済み

２ 従来の賦課
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下水道への
接続の

申請，承認

下水道
接続工事

関係機関
との調整

計画区域
に編入

供用開始
負担金
賦課徴収

３ 改正案

下水道への
接続の

申請，承認

下水道
接続工事

分担金
賦課徴収

関係機関
との調整

計画区域
に編入

供用開始

3～5年の時間を要する

1年～1年半に短縮

改
正
前

改
正
後

パターン②：事業計画区域外
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改正前
（現在の運用）

改正後

根拠法令 都市計画法第75条 地方自治法第224条

名称 受益者負担金 受益者分担金

１平方メートル
当たりの単価 １，０５０円/㎡ １，０５０円/㎡

賦課・徴収時期
（接続申請から） 3～5年 1年～1年半

期間が大幅に短縮される

改正前後の比較

パターン②：事業計画区域外３ 改正案
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内容

改正内容 条例第２条などを改正
（事業計画区域外であっても供用開始前に賦課できるように改正）

適用予定の単価 1,050円/㎡（金額の改定無し）

単価の理由 既存の単価設定と同じ金額

負担する回数 １度のみ（供用開始後，新たに負担金は求めない）

賦課の起因 排水施設（管渠，桝）の設置

パターン②：事業計画区域外

改正内容

３ 改正案
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利益を受ける人のパターン
対象者

（利益を受ける人）
支払義務

パターン
①-１

（区域内）

・公共下水道の整備により，
供用開始の告示が行われた
事業計画区域内の方

・公共下水道への接続義務が生じ，
受益者負担金の支払い義務が発生
する。

パターン
①-２

（区域内）

・民間事業者の宅地開発等
により，供用開始区域外に
て，公共下水道が整備され
た事業計画区域内の方

・供用開始区域外の方が接続を希
望する場合，その方の申請により柏
市が承認し（※要件有り），公共下水
道への接続により，受益者負担金の
支払い義務が発生する。

パターン②
（区域外）

・供用開始区域との境界（事
業計画区域外）に位置し，公
共下水道の使用が認められ
た方

・同上（事業計画区域外）

追加分

追加でご審議いただきたい内容３ 改正案
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参考：供用開始区域外からの接続

パターン①-２（民間事業者による開発）：事業計画区域内

イメージ図

事業計画区域内

※緑枠：全体計画，灰色：事業計画区域内，白色：事業計画区域外

供用開始区域外

供用開始区域内

整備済みの
下水道

将来整備予定
の下水道

３ 改正案
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下水道
全体計画

下水道
事業計画

都市計画
事業認可

供用開始 改正 パターン 種別

区域内

区域内 区域内 区域内 無 ①-１ 負担金

区域内 区域内 区域外 有 ①-２ 負担金

区域外 区域外 区域外 有 ② 分担金

追加でご審議いただきたい内容３ 改正案
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下水道全体計画区域内

下水道事業計画区域（都市計画事業認可区域）外
パターン②

供用開始区域内
パターン①-１

下水道事業計画区域（都市計画事業認可区域）内

供用開始区域外
パターン①-２

追加でご審議いただきたい内容３ 改正案
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下水道への
接続の

申請，承認

下水道接続
工事

関係機関
との調整

供用開始
負担金
賦課徴収

2～3年の時間を要する

下水道への
接続の

申請，承認

下水道接続
工事

負担金
賦課徴収

関係機関
との調整

供用開始

1年～1年半に短縮

改
正
前

改
正
後

パターン①-２（民間事業者による開発）：事業計画区域内３ 改正案
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改正前
（現在の運用）

改正後

根拠法令 都市計画法第75条 都市計画法第75条

名称 受益者負担金 受益者負担金

改正内容 供用開始後に賦課・徴収 供用開始前に賦課徴収

賦課・徴収時期
（接続申請から） 2年～3年 1年～１年半

期間が大幅に短縮される

パターン①-２（民間事業者による開発）：事業計画区域内

改正前後の比較

３ 改正案
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３ 改正案

内容

改正内容 条例第２条などを改正
（事業計画区域内であっても供用開始前に賦課できるように改正）

適用予定の単価 464円～700円（金額の改定無し）

単価の理由 既存の単価設定（各負担区）を適用するため

負担する回数 １度のみ（供用開始後，新たに負担金は求めない）

賦課の起因 排水施設（管渠，桝）の設置

パターン①-２（民間事業者による開発）：事業計画区域内

改正内容



18

パターン①-２（民間事業者による開発）：事業計画区域内

供用開始区域外からの負担金対象件数

令和6年度 0件

令和5年度 5件

令和4年度 0件

３ 改正案
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①-１従来の賦課に加えて，

①-２事業計画区域内の供用開始していない区域及び，

②事業計画区域外の区域において，

公共下水道への接続の承認・工事後，供用開始前に負担金

や分担金を賦課できるようにすることで，接続申請から賦課ま

での期間を短縮し，負担金（分担金）の賦課・徴収の円滑化を

図ることについて，ご審議いただくものです。

４ 審議内容

ご審議いただきたいこと
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５ 今後のスケジュールについて

第1回審議会 第2回審議会 市議会上程予定 条例施行予定

R8年5月26日 R8年7月30日 R8年12月頃 R9年4月1日

・負担金制度の見
直しについて諮問
・審議

・第１回審議会の
振り返り，審議

・条例改正に関す
る議案を提出（予
定）

※周知期間：3か月
・新たな負担を求め
ず，単価の変更無し。
・申請により，承認
するもの。
⇒よって，周知期間
は，上記の期間で十

分としました。


